
 

 

（共同リリース）                                              2024 年 9 月 4 日 

与論町 

一般社団法人 ヨロン島観光協会 

日本航空株式会社 

日本エアコミューター株式会社 

 

奄美群島の与論町・ヨロン島観光協会・JAL・JAC が 
与論町の持続的な観光推進に関する覚書を締結 

 
鹿児島県の奄美群島最南端に位置する与論町（所在地：鹿児島県大島郡、町長：田畑 克夫）、一般社

団法人ヨロン島観光協会（所在地：鹿児島県大島郡与論町、代表理事：川畑 充男）、日本航空株式会社

(所在地：東京都品川区、代表取締役社長：鳥取 三津子、以下「JAL」)、日本エアコミューター株式会社 

（所在地：鹿児島県霧島市、代表取締役社長：武井 真剛、以下「JAC」）の 4 者は、相互に協力して与論町

が持続的な観光地となるための取り組みを推進するため、2024 年 9 月 4 日付で覚書を締結しました。 

 

与論町は、2021 年より日本「持続可能な観光」地域協議会の設立に参画し、持続可能な旅行および観光

のための国際基準を制定・管理するグローバル・サステナブル・ツーリズム協議会（GSTC：Global Sustainable 

Tourism Council）が制定した国際的な基準に基づく持続可能な観光地づくりに取り組んでいます。 

ヨロン島観光協会は、自ら与論町の観光戦略を策定し、多様なステークホルダーの参画を促しながら地域の

稼ぐ力を創出するとともに、シビックプライドを醸成する観光地域づくりの舵取り役を務めています。 

このような経緯から、与論町は持続可能な観光の国際的認証団体であるグリーン・デスティネーションズにより

2021 年に続き 2023 年にも「世界の持続可能な観光地トップ 100」に選出されています。（※1） 

JAL は、地域社会との協力を強化し、離島特有の課題に対応したまちづくりを支援することで、持続可能な 

発展と関係人口の拡大を目指しています。その一環として、2023 年 9 月、GSTC にエアライングループとして世界

で初めて加盟し（※2）、国内各地の宿泊施設や観光地が GSTC 国際基準に基づく第三者認証を取得できるよう、

2024 年度からコンサルティングやトレーニングプログラムの提供を行い、サステナブル・ツーリズムを積極的に推進し

ています。 

JAC は、奄美群島 12 市町村を株主に持つ航空会社として、奄美群島関係路線の安定的な運航はもとより、

離島が抱える地域課題に目を向け、人的交流を促すツアーの実施など持続可能な地域づくりに努めています。 

今般の覚書の締結により、4 者は以下の事項に取り組んでまいります。 

（※1）https://www.yorontou.info/topics/18407.html 

（※2）2023 年 9月 29日付 JALプレスリリース：https://press.jal.co.jp/ja/release/202309/007640.html 

 

【協力事項】 

(1) 与論町ならびにヨロン島観光協会による国際認証取得等を通じた持続的な観光地推進事業の推進なら

びに日本航空による事業者向け国際認証基準に基づく第三者認証の取得支援。 

(2) 与論町ならびにヨロン島観光協会による持続可能な観光地実現に向けた安定的な財源確保に向けた 

取り組みと、その取り組みへの JAL による支援。 

(3) JAL ならびに JAC による JAL グループのアセットやノウハウを活用した与論町の地域活性化に資する魅力

的な旅行商品の検討。 

(4) その他、4 者が合意する事項。 

https://www.yorontou.info/topics/18407.html
https://press.jal.co.jp/ja/release/202309/007640.html


 

 

 

【参考：グローバル・サステナブル・ツーリズム協議会  (GSTC) について】 

●GSTC (Global Sustainable Tourism Council) は、UNEP (国連環境計画)と UNWTO (国連世界観光機関) 

の支援を受けて 2007 年に設立された非政府組織で、観光部門における持続可能性と社会的責任を促進

します。 

●ビジョン 

観光は、社会的、文化的、経済的利益をもたらす手段としてその潜在能力を発揮するため、観光が地域に 

与える影響のプラス面を最大化し、マイナス面を最小化していくことを目指します。  

●ミッション  

持続可能な観光の実践に関する知識、理解、採用、需要の拡大を促進することにより、持続可能な旅行と

観光の世界における変革の担い手となります。 

●GSTC評価基準は次の２つ 

  ①「観光地向けの持続可能な観光基準（GSTC-for Destinations）」 

      ※与論町は当該基準の認証取得を目指します。 

  ② 宿泊施設およびツアーオペレーター向けの「産業界向けの持続可能な観光基準（GSTC-for Industry）」 

各基準は、以下の４つの分野、計 174 の小項目から構成され、地域が「持続可能な開発目標（ SDGs）」の

達成にも繋がる内容となっています。 

（A）持続可能な経営  

（B）社会経済への影響  

（C）文化への影響    

（D）環境への影響 

 

 

【参考：GSTC 国際認証までのステップ】 

グリーン・デスティネーションズ（GD）が設けている観光地向け表彰  

（アワード）を、ステップを踏んでクリアし、最終的に GSTC 国際認証の 

取得を目指します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

与論町は、2021 年・2023 年に TOP100 選に選出 
TOP１００選

ブロンズ賞

シルバー賞

ゴールド賞

プラチナ賞

GSTC国際認証


